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カー基を用いた色素（SQ-140）よりも 550 倍以上強力あることを報告している。 
第６章では、論文全体の総括と、本研究の今後の展望について記載している。 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文に関し、調査委員から理論的分子軌道計算、近赤外色素の設計、色素の吸着と脱
着速度、アンカー基の性質と光電変換効率の関係と研究の新たな展開などについて質問
されたが、いずれも筆者から満足（明確）な回答が得られた。 
また、公聴会においても、多数の出席者があり、種々の質問がなされたが、いずれも著
者の説明によって質問者の理解が得られた。 
以上より、論文審査及び最終試験の結果に基づき、論文審査委員会において慎重に審
査した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
